
尾道工場 CSRレポート

工場長ご挨拶

尾道工場は瀬戸内しまなみ海道の島々を望む
位置にあり、横浜ゴム唯一の大型建設／鉱
山車両用、産業車両用タイヤの生産工場です。
私たちは横浜ゴム中期経営計画GD100の基
本方針である「トップレベルの環境貢献企業
になる」を目標に、“明るく・楽しく・元気よ
く”を活動の基本とし、挨拶・２Ｓを大切に活
動をしております。環境面では過去の環境ト
ラブルの再発防止、環境リスクの低減、温室
効果ガス排出量削減、産業廃棄物の削減に

対し、設備改善、仕組みの見直し、人への教育を繰り返し実施してい
ます。一方、地域への貢献やコミュニケーション活動としては、工場敷
地内の恐竜公園の一般開放、児童・生徒・お客さまの工場見学受入れ、

地域の文化活動やイベント・岩手県大槌町“平成の杜”づくり活動への積
極的参加、千年の杜づくりの推進を継続して行っています。また生物
多様性保全の調査についても2013年より開始し、工場敷地内および近
隣水域の生物多様性の維持・改善の取り組みを2014年春から開始い
たします。
今後も横浜ゴム尾道工場は地球環境に配慮し、地域に愛され、社会
に貢献しつづける事業所を目指して、地域・社会の皆さまに信頼される
企業となれるよう努めてまいります。

前田　松太郎

事業内容：
敷地面積：
従業員数：
所 在 地：

建設、産業車両用タイヤの製造
193,000ｍ2

402人（2013年12月末現在）
広島県尾道市東尾道20番地

相談・苦情などの受付窓口：
工場管理課
TEL：0848-46-4580
FAX：0848-46-4579

組織統治

役付者による従業員へのコンプライアンス教育を行っています（1回／
1カ月） 汚職については、内部統制を行って複数確認を遂行し、厳正な対応を

しています。

汚職に関する方針

人権

明るく、楽しく、元気よく働ける職場をつくるために、ハラスメントに
ついては、コンプライアンス推進室との連携を密にし、問題が発生し
た場合速やかに対応を行います。

障がい者の方４人が工場で事務業務と軽作業の業務を行っています。

人権尊重 障がい者雇用の推進

労働安全衛生への取り組み

労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）の認証を取得し、3年
目になります。2013年度は休業災害1件、不休災害2件、微傷災害が
2件発生しましたが、作業手順の見直し、他課への水平展開を図りまし
た。また、公開作業観察やヒヤリハット等で出たリスクアセスメントを
実施し、危険性、有害性のリスク低減を図るとともに標準作業を見直し、
安全な人づくりにも力を入れ取り組んでいます。

従業員の教育・訓練

・	標準作業書、異常作業手順書による公開作業観察を毎月実施し､ 設
備、作業のリスクの洗い出しによる改善を行っています。

・	KYT（危険予知トレーニング）の活性化・レベルアップを図るため、
KYTコンテストを毎月開催しています。

・	体感道場を立ち上げて2年目になりますが、全員を対象に1回7人ずつ、
月に5回安全衛生課員が体感訓練を実施しています。（1年で全員体
感できるペース）

・	役付者による従業員への1対1の教育は、作業経験の短い人は1回以
上／3カ月、ベテランは1回／6カ月、実施しています。

・	普通救命講習を消防局にて年2回受講しています（40～50人／年間）
　※2013年12月末、有資格者135人

労働慣行



災害時の対応

・	工場メンバーで自衛防災組織を結成し、地震図上訓練や、工場全員
による避難訓練（津波も含む）を1回／年ずつ実施しています。

・	全シフト対象に夜間避難訓練も3回／年実施しています。各工程に
緊急連絡先および緊急避難経路を掲示し、全員に周知させています。

労働慣行

環境

横浜ゴムは環境マネジメントシステムを全社統合し運用しており、環境
リスク管理により、環境リスクの発生箇所の抽出、対策、改善により、
尾道工場が広島県、尾道市と締結している公害防止協定をはじめとし
た法令の順守、他事業所における不具合・ひやり等についても展開しリ
スク低減に努めています。また、産業廃棄物の削減、省エネ推進によ
るGHG排出量の低減など環境パフォーマンスを継続的に向上させるた
めの改善に取り組んでいきます。またさらなるISO14001マネジメント
システムの構築を図るため、全社の方針に沿って内部監査員の増員計
画に取り組み、現在95人の内部監査員が登録され、今後も増員を計
画的に実施していきます。
環境活動の一つとして尾道市主催の『緑のカーテンコンテスト』に参加
しまして、ＣＯ2削減及び緑のカーテン普及に貢献にすぐれている事を
評価いただき『エコ大賞』を受賞しました。
2011年、2012年に引き続き3年連続の受賞となりました。
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（1）尾道工場は、全ての活動分野で環境へ配慮した施策に取り組みます。
（2）地域社会から信頼される工場になるために、環境マネジメントシステムを強

化し、先手管理による環境汚染の予防と環境改善を継続的に進めます。
（3）全従業員及び構成員ひとりひとりが、本方針を理解し行動する様、教育と啓

蒙を繰り返し行います。
（4）低炭素社会の実現に向けて、地球温暖化防止、省エネルギー及び資源循環

を推進します。
（5）産業廃棄物の削減及び100％再資源化を維持、継続し、省資源社会の実現

に貢献します。
（6）環境方針を具現化するために、 環境目的・目標を設定し、計画的に実行して

いきます。環境目的・目標及び計画は、年1回見直しを行います。
（7）関連する法規制及び協定等を遵守し、地域社会との融和を目指した環境保

全と地域貢献・社会貢献に取り組みます。
（8）継続した千年の杜造りを推進し、地域の防災拠点と常緑の杜を造り、瀬戸内

海の環境保護、生物多様性の保全に貢献します。
（9）本方針は、一般の方からの要求に応じて公開します。

２０１２年１月１日 
尾道工場 工場長

尾道工場　環境方針

横浜ゴム株式会社は「トップレベルの環境貢献企業」になります



環境

環境データ

■温室効果ガス排出量の削減
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■水・大気・土壌への排出対策
・水質汚濁にかかわるデータ

※規制値は尾道市下水道条例に準拠。2012.9自主管理値変更
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■資源の有効活用／廃棄物の削減
・廃棄物データ
2009年度より、再資源化率100％を維持継続しています。

・水使用量
広島県を流れる沼田川水系（河川水）より工業用水を取水しています。
水道水は尾道市の上水道より取水しています。水の使用量の削減を目的に、
削減目標値を設定して改善策に取り組んでいます。

・土壌汚染

・大気汚染物質（NOx、SOx、ばいじん）

　工場で使用する主な取水は広島県の沼田川水系から行っています。
排水については雨水は、公共水域へ排水し、生活系排水は尾道市下水道
へ排水しています。排出水の水質は、自主管理値を設定して管理を行って
います。

ボイラーごとに年2回のばい煙測定を行い、汚染物質の排出量および濃度
の監視を行っています。
ボイラー燃料の都市ガス化に伴い、硫黄酸化物の大気への排出が微量に
なったことから、2013年3月に公害防止協定の改定を行いました。それに
より、SOxの測定は不要となりました。

土壌の特定有害物質による汚染の状況を把握するため、自主的に年1回
地下水の成分測定を行い、監視しています。

※大気汚染防止法、広島県・尾道市公害防止協定に準拠

最小値最大値

－ 
61.5
0.0020

－
87
0.003

－
62
0.002

－
91

0.003未満

－
61
0.002

－
83
0.002

平均値

0.08以下
123以下
0.011以下

0.05以下
120以下
0.05以下

自主
管理値

5.00
200
0.25

5.00
150
0.25

規制値

尾道工場
1号ボイラ－

尾道工場
2号ボイラ－

施設名称

硫黄酸化物排出量（m3N/h）
窒素酸化物濃度（ppm）
ばいじん濃度（g/m3N）

硫黄酸化物排出量（m3N/h）
窒素酸化物濃度（ppm）
ばいじん濃度（g/m3N）

項 目
2013年度実績

6

NOx

－

SOx

排出量（ｔ/年）

項 目

環境への負化低減を図るため、温室効果ガス排出量の削減目標値（総
量）を設定して削減活動に努めています。2013年度は、省エネ活動を
計画的に進めて、削減目標値を達成しました。

・温室効果ガス排出量
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※基準年：1990年を原則としていますが、京都議定書に準じてHFC、PFC、SF6は1995年としています。
※温室効果ガス（GHG）の算定方法：環境省・経済産業省発行の「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」
　に準拠しています。
　なお、2009年度の電力購入からのGHG算定は、環境大臣公表の契約電力会社別実排出係数を使用しています。
※2011年度は決算期が4-12月となりましたので、2011年1-3月データを重複させて1-12月で集計しています。
◆尾道工場は、2009年度より電力排出係数は実排出係数へ変更した。
　2008年度までは温対法省令値を使用した。

218.7

11.4

17.4

151.9

千ｍ3

201120102009

56.8

74.5 

0

20

40

60

80

100

600

500

400

300

200

100

0
20102009

100 100

0.0 0.00.0

324

228

発生量 埋立量

上水道 河川取水量

再資源化率

■水・大気・土壌への排出対策
・水質汚濁にかかわるデータ

※規制値は尾道市下水道条例に準拠。2012.9自主管理値変更

7.1
48
27
1未満
4

最小値

7.9
100
120
7
19

最大値

7.5
73
62
1.5
10

平均値

5.4以上～8.6以下
315未満
200未満
2.0未満
24.0未満

自主管理値

5超～9未満
600未満
600未満
5以下
30以下

規制値

PH
BOD濃度（mg/l）
SS濃度 （mg/l）

鉱）l/gm（ 度濃分油
動）l/gm（ 度濃分油

項 目
2013年度実績

t ％

50

100
100

2011 2012

100

0.0

313

2013年度

100

0.0

496 433

10.7 11.5

46.2 63.0

2012

84.5 

12.6

71.9

2013年度

84.9 

13.3 

71.7 

70.3

13.7

56.6

■資源の有効活用／廃棄物の削減
・廃棄物データ
2009年度より、再資源化率100％を維持継続しています。

・水使用量
広島県を流れる沼田川水系（河川水）より工業用水を取水しています。
水道水は尾道市の上水道より取水しています。水の使用量の削減を目的に、
削減目標値を設定して改善策に取り組んでいます。

・土壌汚染

・大気汚染物質（NOx、SOx、ばいじん）

　工場で使用する主な取水は広島県の沼田川水系から行っています。
排水については雨水は、公共水域へ排水し、生活系排水は尾道市下水道
へ排水しています。排出水の水質は、自主管理値を設定して管理を行って
います。

ボイラーごとに年2回のばい煙測定を行い、汚染物質の排出量および濃度
の監視を行っています。
ボイラー燃料の都市ガス化に伴い、硫黄酸化物の大気への排出が微量に
なったことから、2013年3月に公害防止協定の改定を行いました。それに
より、SOxの測定は不要となりました。

土壌の特定有害物質による汚染の状況を把握するため、自主的に年1回
地下水の成分測定を行い、監視しています。

※大気汚染防止法、広島県・尾道市公害防止協定に準拠

最小値最大値

－ 
61.5
0.0020

－
87
0.003

－
62
0.002

－
91

0.003未満

－
61
0.002

－
83
0.002

平均値

0.08以下
123以下
0.011以下

0.05以下
120以下
0.05以下

自主
管理値

5.00
200
0.25

5.00
150
0.25

規制値

尾道工場
1号ボイラ－

尾道工場
2号ボイラ－

施設名称

硫黄酸化物排出量（m3N/h）
窒素酸化物濃度（ppm）
ばいじん濃度（g/m3N）

硫黄酸化物排出量（m3N/h）
窒素酸化物濃度（ppm）
ばいじん濃度（g/m3N）

項 目
2013年度実績

6

NOx

－

SOx

排出量（ｔ/年）

項 目

工場の主要エネルギーは、電気とボイラー燃料の都市ガスです。2013
年度の使用エネルギー量は、電気（55％）、都市ガス（44%）、そのほ
かの燃料（1％）でした。



環境

市場から不具合情報が届いた場合、現地での使用情報収集、さらに現
物を取り寄せてタイヤ解析を行い原因究明を行います。その結果を担
当部門経由でお客さまへ報告します。使用条件が原因である不具合が
多いのですが、製造要因あるいは設計要因である場合は、迅速に対策
を実施して再発を防止に努めています。

苦情などへの対応

消費者課題

資材調達部、原料調達部と連携をとり、取引先からの意見や要望を集
め、それに応えるよう努めています。また取引先からのアンケートにつ
いても対応しています。
年１回の勉強会を2年連続開催し、2014年度は第3回の開催を予定し
ています。
勉強会では弊社の取り組み事例を具体的に紹介しています。

取引先については人権問題など、取引について問題ない企業かどうか
を判断をＣＳＲ・環境アンケートを実施して確認をしています。また、
納入先メーカーや販売代理店の方の工場見学を常時受付けており、製
造現場の見学と製品の品質について確認いただいています。

取引先とのコミュニケーション 取引先との関わり

公正な事業慣行

化学物質の管理状況についての報告

PRTR法で定められた基準量以上の対象物質の取り扱いについて、年
1回の報告を国（県）へ行っています。そのほか化学物質の管理につい
ては2012年度以降、劇物および補助材料、副資材に含有する化学物
質の管理の強化を図りました。

(単位: t／年)

安全性影響度評価　Ⅷ-5※4

政令
番号 対象化学物質 取扱量

※1
排出量

※2
移動量

※3

有害性
ランク
（人）

年間換算
排出量
（人）

有害性
ランク

（生態）

年間換算
排出量

（生態）

230 N-(1,3-ジメチルブチル)-Ｎ'-フェニルーパラーフェニレンジアミン 211.000 0.000 6.223 Ｄ 0.000 Ｂ 0.000

372 Ｎ-(ターシヤリーブチル)-2-ベンソチアソールスルフェンアミド 85.200 0.000 2.513 Ｂ 0.000 Ａ 0.000

155 N-(シクロヘキシルチオ)フタルイミド 2.700 0.000 0.080 Ｄ 0.000 Ｂ 0.000

258 1,3,5,7-テトラアザトリシクロ[3,3,1,1(3,7)]デカン 3.529 0.000 0.104 C 0.000 Ｄ 0.000

392 ノルマルーヘキサン 2.340 0.316 0.000 C 31.600 C 31.600
86 クレソール 0.680 0.000 0.020 Ｂ 0.000 C 0.000
132 コバルト及びその化合物 0.784 0.000 0.023 Ａ 0.000 記載なし 0.000
333 ヒドラジン 0.279 0.000 0.000 Ａ 0.000 Ｂ 0.000

407
ポリ(オキシェチレン)=アルキ
ルェーテル(アルキル基の炭素数
が12から15までのもの及びその
混合物に限る。)

0.675 0.000 0.020 Ａ 0.000 Ａ 0.000

総合計 307.187 0.316 8.983 ― 31.600 ― 31.600 

※1：PRTR対象化学物質の年間取扱量が、指定量以上の場合は届出対象
※2：排出量＝大気＋公共用水域＋土壌
※3：移動量=廃棄物−公共下水道
※4：排出量に有害性ランクを掛けて換算排出量を算定
　　　安全性影響度評価の基準については、「国内生産拠点の安全性評価表」をご参照ください。
　　　（http://www.yrc.co.jp/csr/data/pdf/16kokunaikyoten.pdf）



コミュニティへの参画及びコミュニティの発展

地域の方々の憩いの場として、恐竜公園を毎日9：00～16：30まで一
般開放しています。恐竜公園来場者専用のトイレ（車椅子対応）も設置
しています、より快適にお過ごしいただけます。なお、2013年度は合
計で1,505人の方の来場がありました。

地域社会とのかかわり

地域活動への参加

恐竜公園一般公開

尾道住吉まつりごみステーション

工場周辺美化活動

尾道港祭り　協賛および交通誘導ボランティア参加　（4月）
住吉花火祭り　協賛およびゴミ収集ボランティア参加　（7月）

従業員による献血活動　（4月、10月）　(献血者数　77人)
工場周辺美化活動　（１回/月）

生物多様性保全活動
生物多様性保全活動として、2013年度から瀬戸内海に注ぐ工場近隣
の藤井川の保全および工場敷地内の昆虫・鳥類のモニタリングを行う
ため、現状調査をしています。2014年度は５月にキックオフをして４回/
年の保全活動をスタートします。

工場見学・説明会のご案内
学校・企業からの工場見学希望を、随時受け付けています。
開催日　工場就業日　月曜日から金曜日まで
（年末年始、5月連休、8月連休を除く）
受付時間 9：00～15：00
問合せ先：尾道工場 工場管理課　TEL：0848‐46-4580　東尾道駅
から徒歩30分

尾道トラック祭り

尾道トラック祭り　協賛　（9月）

第2回全国仮装大会

第2回全国仮装大会　参加　（9月）

尾道灯まつり準備

尾道灯祭り　準備および撤収ボランティア参加　（10月）


